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【共通語訳】 

旅人の話ね。 

ある旅人が、道中、山原の山にさしかかった。そこ

で、旅人は便意を催して、亀がいることを知らずに、

亀の上に糞をした。 

 

それから、旅を続けようと、そのまま歩いて行こう

とした。すると、自分の糞が歩いたので、これは不思

議なことだ、糞が歩くということもあるのかなと思っ

てね。 

山原の旅は 何度もしたが 

糞が歩くのは 今度初めて 

と、その旅人はあまりにも不思議に思ったという話さ。 

 


